
 
 
 

１ 岡崎市地域公共交通計画策定の背景と目的  

公共交通（鉄道、バス、タクシー等）は、通勤、通学、通院、買物等の移動の足として、人々

の営みを支える基盤であり、その充実度が地域の魅力を高めます。 

岡崎市が利便性や先進性の高い暮らしが実現できる魅力ある都市として発展していくために

は、公共交通の確保・維持・活性化が必要不可欠であり、その指針としての役割を担うのがこの

「岡崎市地域公共交通計画」です。 

本計画は、AI やデジタル技術のさらなる深化、環境・エネルギーの革新による自動運転や EV

の普及、人口減少や高齢化の進行、運転手不足といった将来の社会状況を前提に、まちの将来像

から逆算する考え方を基本に据えています。具体的には、これまでのように既存の路線や運行形

態を前提とするのではなく、10 年後、20 年後においても、地域住民の暮らしを支える移動が確

保されている姿をまず描き、さらにまちの魅力を高めるために必要な交通サービスのあり方を

整理する、いわゆるバックキャスティングの視点を重視しています。 

その上で、鉄道、路線バス、タクシーを主軸とし、それらを補完する交通として、デマンド交

通、町内会等による共助交通など、地域の実情に応じた多様な移動手段を組み合わせ、持続可能

な交通体系へ再構築することを柱としています。 

さらに、交通事業者、地域住民、関係団体との合意形成を丁寧に進め、「守るべき移動」と「見

直すべきサービス」を明確にしながら、将来にわたって持続可能な公共交通の確立を目指します。 

 

２ 計画区域                 ４ 計画の位置づけ   

 岡崎市全域 

 

３ 計画期間   

 令和９年度～令和 13年度 

 

５ 計画の考え方   

本計画では、基本理念のもと、まず、令和 32

年度（2050 年）に実現したい公共交通の形（将

来ビジョン）を描き、そこから逆算して、計画期

間である５年間（令和９年度～令和 13 年度）で

目指す姿と取り組む内容（基本方針、基本施策）

を位置づけています。また、取組みの内容や達成

状況を評価するための成果指標を設定し、これ

らの数値を確認することにより、計画の進捗状

況を管理していきます。 

 岡 崎 市 地 域 公 共 交 通 計 画 （ 案 ） 【 概 要 】 
６ 基本理念   

 

 

 

 

 

 

７ 将来ビジョン（2050 年の将来像）  

 １ 「車がなくても暮らしやすい」集約型の都市構造 

    ― 「選ばれる岡崎」として、ウォーカブルなまちづくりが進んでいます ― 

  

２ 多様な移動がシームレスにつながる「スマートモビリティ社会」 

    ― AI や自動運転技術が完全に社会に溶け込んでいます ― 

 

３ 持続可能で環境にやさしい「ゼロカーボン交通」 

    ― カーボンニュートラル実現に向け、移動手段のグリーン化が進んでいます ― 

 

 

８ 公共交通ネットワークの考え方   

①公共交通体系と育む手法 

鉄道・バス・タクシーを基本とし、それを補完するものとしてコミュニティ交通を位置付け

ます。また各交通を幹・枝・葉、公共交通ネットワーク全体を木になぞらえ、行政、交通事業

者、地域や住民が連携して育んでいきます。 

みんなで『暮らし』を支え、『選ばれるまち』を創る 

魅力ある未来の岡崎へつなぐ公共交通 



②地区区分・拠点・公共交通軸の考え方 

立地適正化計画に準じて地区を区分するとともに、拠点や公共交通軸を設定します。 

 

 

９ 目指す姿   

2050 年の将来像を段階的に実現していくために、計画期間（Ｒ９～Ｒ13）内に、以下の内容

の達成を目指します。 

10 基本方針   

 目指す姿の実現に向け、対象範囲や交通手段等を考慮して基本方針を設定します。 

 

11 基本施策と実施事業  

それぞれの基本方針で取り組む基本施策と事業を位置づけます。 


